
(57)【要約】

【課題】被溶接物同士の突合せ部の形成時における位置

決め作業を高精度で且つ容易に行なえ、位置決めの作業

時間を低減させることができる。

【解決手段】インサート部材１は、互いに溶接される平

板２１、２２同士の突合せ部Wに配置され、断面視円形

をなす外径の異なる二本の第一溶接棒１１、第二溶接棒

１２を並列に束ねるようにして接合され、この接合部に

断面視で横方向に対向する一対の凹部１ａ、１ａが形成

されている。インサート部材１の凹部１ａ、１ａに平板

２１、２２の開先端面２１ａ、２２ａを係止させて位置

決めして突合せ部Ｗを形成させ、その後に突合せ部Ｗを

突合せアーク溶接すると、平板２１、２２の裏面２１ｄ

、２２ｄ側に突出する第二溶接棒１２が溶融して良好な

裏波を形成できる。

【選択図】図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 突 合 せ 溶 接 に 用 い ら れ 、 互 い に 溶 接 さ れ る 被 溶 接 物 同 士 の 突 合 せ 部 に 配 置 さ れ る イ ン サ
ー ト 部 材 で あ っ て 、
　 断 面 形 状 の 縦 方 向 の 外 殻 線 を な す 両 側 部 に 、 横 方 向 に 対 向 す る 一 対 の 凹 部 が 形 成 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る イ ン サ ー ト 部 材 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 断 面 形 状 は 二 つ の 円 形 断 面 が 外 接 さ れ 又 は 一 部 に 重 な り を も っ て 接 合 さ れ て 接 合 部
を 形 成 し て な り 、 該 接 合 部 に 前 記 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載
の イ ン サ ー ト 部 材 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 二 つ の 円 形 断 面 の 外 径 が 異 な る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ に 記 載 の イ ン サ ー ト 部 材
。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 二 つ の 円 形 断 面 は 、 二 本 の 溶 接 棒 を 並 列 に 接 合 さ せ て 形 成 さ れ て な る こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ２ 又 は ３ に 記 載 の イ ン サ ー ト 部 材 。
【 請 求 項 ５ 】
　 互 い に 溶 接 さ れ る 被 溶 接 物 同 士 の 突 合 せ 部 に 配 置 さ れ る イ ン サ ー ト 部 材 を 用 い た 突 合 せ
ア ー ク 溶 接 方 法 で あ っ て 、
　 前 記 イ ン サ ー ト 部 材 は 、 断 面 形 状 の 縦 方 向 の 外 殻 線 を な す 両 側 部 に 、 横 方 向 に 対 向 す る
一 対 の 凹 部 が 形 成 さ れ 、
　 前 記 イ ン サ ー ト 部 材 の 前 記 凹 部 に 前 記 被 溶 接 物 の 開 先 端 面 を 係 止 さ せ て 姿 勢 を 保 持 し て
突 合 せ 部 を 形 成 し 、 そ の 後 に 該 突 合 せ 部 を 溶 接 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る イ ン サ ー
ト 部 材 を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
 前 記 イ ン サ ー ト 部 材 は 、 外 径 が 異 な る 二 つ の 円 形 断 面 を 接 合 さ せ て 形 成 さ れ 、
 前 記 イ ン サ ー ト 部 材 の 前 記 凹 部 に 前 記 被 溶 接 物 の 開 先 端 面 を 係 止 さ せ た と き に 、 外 径 の
大 き な 前 記 円 形 断 面 が 前 記 被 溶 接 物 の 裏 面 側 に 配 置 さ れ る よ う に し た こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 ５ に 記 載 の イ ン サ ー ト 部 材 を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 配 管 や 板 材 な ど の 突 合 せ 溶 接 に 使 用 す る イ ン サ ー ト 部 材 お よ び そ れ を 用 い た
突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
 従 来 、 配 管 や 板 材 な ど の 被 溶 接 物 を 突 合 せ 溶 接 に よ っ て 接 続 す る 方 法 と し て は 、 溶 接 部
を 例 え ば Ｖ 型 形 状 、 Ｘ 型 形 状 ま た は Ｙ 型 形 状 の 開 先 に 加 工 し 、 そ の 開 先 部 分 に 溶 加 材 （ 溶
接 棒 ） を 用 い て 溶 接 す る の が 一 般 的 で あ る 。 そ し て 、 突 合 せ 溶 接 を 行 な う 際 に は 、 事 前 の
段 取 り と し て 被 溶 接 物 同 士 の 突 合 せ 部 （ 開 先 部 ） を 位 置 合 わ せ し 、 姿 勢 の 保 持 を 行 な っ た
後 に 本 溶 接 を 行 な っ て い た 。
 ま た 、 確 実 な 溶 接 が 要 求 さ れ る 原 子 力 プ ラ ン ト や 、 高 い 溶 接 強 度 が 要 求 さ れ る 圧 力 容 器
な ど 、 溶 接 部 に 高 い 品 質 と 信 頼 性 が 要 求 さ れ る 場 合 に は 、 被 溶 接 物 の 裏 側 に 形 成 さ れ る 裏
波 ビ ー ド （ 以 下 、 単 に 「 裏 波 」 と い う ） を 良 好 な 状 態 に す る 必 要 が あ り 、 突 合 せ 部 に イ ン
サ ー ト リ ン グ （ イ ン サ ー ト 部 材 ） を 挿 入 し て 施 工 す る 方 法 が 用 い ら れ て い る 。 こ の 突 合 せ
溶 接 を 行 な う 場 合 、 先 ず 、 被 溶 接 物 の 間 に イ ン サ ー ト リ ン グ を 挟 ん だ 状 態 で 位 置 合 わ せ し
、 点 溶 接 な ど の 仮 付 け 溶 接 を 行 な う 。 そ の 後 、 突 合 せ 部 を 本 溶 接 す る と 、 イ ン サ ー ト 部 材
が 溶 融 し て 溶 接 部 が 一 体 化 さ れ て 被 溶 接 物 同 士 が 接 合 す る 。 こ の よ う に イ ン サ ー ト リ ン グ
を 用 い て 突 合 せ 溶 接 す る 方 法 に つ い て は 、 例 え ば 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る も の が あ る
。
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 特 許 文 献 １ は 、 管 の 突 合 せ 溶 接 に お い て 、 イ ン サ ー ト リ ン グ を 挿 入 す る た め の 管 の 開 先
形 状 を Ｕ 型 形 状 と し 、 ル ー ト フ ラ ッ ト 長 （ す な わ ち Ｕ 型 の 底 の 幅 に 相 当 す る 長 さ 寸 法 ） と
、 ル ー ト フ ェ ー ス 長 （ す な わ ち Ｕ 型 の 底 の 厚 さ 寸 法 ） を 調 整 す る こ と に よ り 適 正 な 溶 け 込
み 確 保 す る も の で あ る 。 こ れ に よ り 、 管 の 全 周 に わ た っ て 管 の 内 面 と 同 一 の 高 さ 或 い は 凸
型 形 状 の 裏 波 を 形 成 さ せ る も の で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 ８ － ９ ０ ２ ２ ９ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ で は 、 イ ン サ ー ト 部 材 （ イ ン サ ー ト リ ン グ ） の 断 面 視 両 側 部
の 所 定 位 置 に 被 溶 接 物 を な す 管 の 開 先 端 面 を 当 接 さ せ て 位 置 決 め し て か ら 仮 付 け 溶 接 を 行
な う が 、 突 合 せ 溶 接 の 品 質 を 高 め る た め に 、 こ の 位 置 決 め 作 業 に は 高 い 寸 法 精 度 が 要 求 さ
れ て い た 。 つ ま り 、 接 合 す る 管 と イ ン サ ー ト 部 材 と を 精 度 よ く 所 定 の 位 置 に 配 置 し て 一 体
化 さ せ る こ と に な る た め 、 位 置 決 め 作 業 が 容 易 で は な く 、 仮 付 け 溶 接 作 業 に 要 す る 時 間 が
か か る と い う 問 題 が あ っ た 。
　 ま た 、 こ の 仮 付 け 作 業 で は 、 溶 接 施 工 者 の 技 量 に よ っ て 、 位 置 決 め 精 度 に バ ラ ツ キ が 生
じ る こ と も あ り 、 そ の 結 果 、 十 分 な 裏 波 を 確 保 で き な い 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 は 、 上 述 す る 問 題 点 に 鑑 み て な さ れ た も の で 、 被 溶 接 物 同 士 の 突 合 せ 部 の 形 成 時
に お け る 位 置 決 め 作 業 を 高 精 度 で 且 つ 容 易 に 行 な え 、 位 置 決 め の 作 業 時 間 を 低 減 さ せ る こ
と が で き る イ ン サ ー ト 部 材 及 び そ れ を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的
と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト 部 材 で は 、 突 合 せ 溶 接 に 用 い ら れ 、
互 い に 溶 接 さ れ る 被 溶 接 物 同 士 の 突 合 せ 部 に 配 置 さ れ る イ ン サ ー ト 部 材 で あ っ て 、 断 面 形
状 の 縦 方 向 の 外 殻 線 を な す 両 側 部 に 、 横 方 向 に 対 向 す る 一 対 の 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ と
を 特 徴 と し て い る 。
　 本 発 明 で は 、 イ ン サ ー ト 部 材 に 形 成 さ れ る 凹 部 に 被 溶 接 物 の 開 先 端 面 を 係 止 さ せ る こ と
が で き る こ と か ら 、 被 溶 接 物 同 士 を 突 き 合 わ せ て な る 位 置 決 め 作 業 を 精 度 よ く 且 つ 容 易 に
行 う こ と が で き 、 し か も 位 置 決 め の 作 業 時 間 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 イ ン サ ー
ト 部 材 が 被 溶 接 物 同 士 に 挟 ま れ た 状 態 と な っ て い て ず れ る こ と が な い た め 、 適 正 な ル ー ト
間 隔 （ 開 先 端 面 同 士 の 間 隔 ） を 確 保 で き 、 精 度 の 高 い 位 置 決 め を 行 う こ と が で る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト 部 材 で は 、 断 面 形 状 は 二 つ の 円 形 断 面 が 外 接 さ れ 又 は 一
部 に 重 な り を も っ て 接 合 さ れ て 接 合 部 を 形 成 し て な り 、 接 合 部 に 凹 部 が 形 成 さ れ て い る こ
と が 好 ま し い 。
　 本 発 明 で は 、 二 つ の 円 形 断 面 に よ っ て 形 成 さ れ る 接 合 部 の 両 凹 部 に 、 被 溶 接 物 を 係 止 さ
せ て 突 合 せ 部 の 位 置 決 め を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト 部 材 で は 、 二 つ の 円 形 断 面 の 外 径 が 異 な る こ と が 好 ま し
い 。
　 本 発 明 で は 、 ア ー ク を 発 す る 面 と 反 対 の 面 に 、 外 径 の 大 き な 円 形 断 面 を な す イ ン サ ー ト
部 材 を 配 置 す る こ と で 、 裏 波 の 量 を 増 加 さ せ て 良 好 な 裏 波 を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト 部 材 で は 、 二 つ の 円 形 断 面 は 、 二 本 の 溶 接 棒 を 並 列 に 接
合 さ せ て 形 成 さ れ て な る こ と が 好 ま し い 。 　
　 本 発 明 で は 、 市 販 の 溶 接 棒 を 用 い て イ ン サ ー ト 部 材 を 形 成 す る こ と が で き る た め 、 材 料
の 入 手 が 容 易 と な る 。 そ し て 、 二 本 の 溶 接 棒 を 並 列 に 接 合 す る だ け の 作 業 に よ っ て 、 イ ン
サ ー ト 部 材 を 製 作 で き る こ と か ら 、 製 作 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト 部 材 を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 で は 、 互 い に 溶 接 さ
れ る 被 溶 接 物 同 士 の 突 合 せ 部 に 配 置 さ れ る イ ン サ ー ト 部 材 を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法
で あ っ て 、 イ ン サ ー ト 部 材 は 、 断 面 形 状 の 縦 方 向 の 外 殻 線 を な す 両 側 部 に 、 横 方 向 に 対 向
す る 一 対 の 凹 部 が 形 成 さ れ 、 イ ン サ ー ト 部 材 の 凹 部 に 被 溶 接 物 の 開 先 端 面 を 係 止 さ せ て 姿
勢 を 保 持 し て 突 合 せ 部 を 形 成 し 、 そ の 後 に 該 突 合 せ 部 を 溶 接 す る よ う に し た こ と を 特 徴 と
し て い る 。
　 本 発 明 で は 、 イ ン サ ー ト 部 材 の 凹 部 に 被 溶 接 物 の 開 先 端 面 を 係 止 さ せ る 構 成 で あ る こ と
か ら 、 被 溶 接 物 同 士 を 突 き 合 わ せ て な る 位 置 決 め 作 業 を 精 度 よ く 且 つ 容 易 に 行 う こ と が で
き 、 し か も 位 置 決 め の 作 業 時 間 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 イ ン サ ー ト 部 材 が 被 溶
接 物 同 士 に 挟 ま れ た 状 態 と な っ て い て ず れ る こ と が な い た め 、 適 正 な ル ー ト 間 隔 （ 開 先 端
面 同 士 の 間 隔 ） を 確 保 で き 、 精 度 の 高 い 位 置 決 め を 行 う こ と が で る 。 そ し て 、 こ の 突 合 せ
部 に 突 合 せ ア ー ク 溶 接 を 行 な う こ と で 、 イ ン サ ー ト 部 材 自 体 が 溶 融 し 、 安 定 し た 強 度 の 大
き な 溶 接 部 （ 裏 波 ） を 形 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る イ ン サ ー ト 部 材 を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 で は 、 イ ン サ ー ト 部
材 は 、 外 径 が 異 な る 二 つ の 円 形 断 面 を 接 合 さ せ て 形 成 さ れ 、 イ ン サ ー ト 部 材 の 凹 部 に 被 溶
接 物 の 開 先 端 面 を 係 止 さ せ た と き に 、 外 径 の 大 き な 円 形 断 面 が 被 溶 接 物 の 裏 面 側 に 配 置 さ
れ る こ と が 好 ま し い 。
　 本 発 明 で は 、 被 溶 接 物 の 裏 面 側 、 す な わ ち ア ー ク を 発 す る 面 と 反 対 の 面 に 、 外 径 の 大 き
な 円 形 断 面 を な す イ ン サ ー ト 部 材 を 配 置 す る こ と で 、 裏 波 の 量 を 増 加 さ せ て 良 好 な 裏 波 を
形 成 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 の イ ン サ ー ト 部 材 及 び こ れ を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 に よ れ ば 、 イ ン
サ ー ト 部 材 に 形 成 さ れ る 凹 部 の 夫 々 に 、 被 溶 接 物 同 士 の 開 先 端 面 を 係 止 さ せ る こ と で 、 突
合 せ 部 に お け る 位 置 決 め 作 業 を 高 精 度 で 且 つ 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 そ の た め 、 突 合 せ
部 に 高 い 品 質 と 信 頼 性 を 確 保 で き 、 位 置 決 め の 作 業 時 間 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 そ し
て 、 突 合 せ に よ る 位 置 決 め 精 度 の バ ラ ツ キ を 少 な く す る こ と が で き 、 常 に 良 好 な 裏 波 を 形
成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 被 溶 接 物 に 対 し て イ ン サ ー ト 部 材 が ず れ る こ と が な く な り 、
仮 付 け 溶 接 な ど の 作 業 も 確 実 に 行 う こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 以 下 、 本 発 明 の イ ン サ ー ト 部 材 及 び こ れ を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 の 実 施 の 形 態 に
つ い て 、 図 １ 乃 至 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る イ ン サ ー ト 部 材 を 示 す 斜 視 図 、 図 ２ は イ ン サ ー ト 部 材
を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 の 概 略 を 示 す 説 明 図 、 図 ３ は 突 合 せ ア ー ク 溶 接 の 溶 接 状 態
を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
 本 実 施 の 形 態 に よ る イ ン サ ー ト 部 材 及 び こ れ を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 で は 、 イ ン
サ ー ト 部 材 １ を 使 用 し て 、 板 材 や 配 管 な ど を 突 合 せ 溶 接 す る 方 法 で あ り 、 Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 （ Ｔ
ｕ ｎ ｇ ｓ ｔ ｅ ｎ 　 Ｉ ｎ ｅ ｒ ｔ 　 Ｇ ａ ｓ 　 Ｗ ｅ ｌ ｄ ｉ ｎ ｇ ） や 、 Ｍ Ａ Ｇ 溶 接 （ Ｍ ｅ ｔ ａ ｌ －
ａ ｒ ｃ 　 Ａ ｃ ｔ ｉ ｖ ｅ 　 Ｇ ａ ｓ 　 Ｗ ｅ ｌ ｄ ｉ ｎ ｇ ） に 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
 図 １ に 示 す よ う に 、 イ ン サ ー ト 部 材 １ は 、 断 面 視 円 形 を な す 外 径 の 異 な る 二 本 の 第 一 溶
接 棒 １ １ 、 第 二 溶 接 棒 １ ２ を 並 列 に 束 ね る よ う に し て 外 接 さ れ 、 断 面 視 略 ８ の 字 形 状 を な
し て 形 成 さ れ て い る 。 こ の 第 一 及 び 第 二 溶 接 棒 １ １ 、 １ ２ 同 士 は 、 長 手 方 向 に 所 定 の 間 隔
を も っ て 例 え ば レ ー ザ ー ス ポ ッ ト 溶 接 な ど の 固 着 手 段 に よ っ て 接 合 さ れ て い る （ こ の 固 着
箇 所 を 固 着 部 １ ３ 、 １ ３ 、 ・ ・ ・ と す る ） 。 そ し て 、 こ れ ら 二 本 の 溶 接 棒 １ １ 、 １ ２ は 、
一 方 の 第 一 溶 接 棒 １ １ の 外 径 が 他 方 の 第 二 溶 接 棒 １ ２ の 外 径 よ り 小 さ く な っ て い る 。
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 こ こ で 、 第 一 及 び 第 二 溶 接 棒 １ １ ， １ ２ の 材 料 と し て は 、 溶 接 時 の 垂 れ 落 ち が 発 生 し に
く い こ と か ら 粘 性 が 高 い 溶 接 棒 が 好 ま し い と さ れ る 。
　 ま た 、 市 販 の 溶 接 棒 を 用 い て イ ン サ ー ト 部 材 １ を 形 成 す る こ と が で き る た め 、 材 料 の 入
手 が 容 易 と な る 。 さ ら に 、 二 本 の 溶 接 棒 １ １ 、 １ ２ を 並 列 に 束 ね て 接 合 す る だ け の 作 業 に
よ っ て 、 イ ン サ ー ト 部 材 １ を 製 作 で き る こ と か ら 、 製 作 コ ス ト の 低 減 を 図 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ５ 】
 そ し て 、 イ ン サ ー ト 部 材 １ は 、 二 本 の 第 一 及 び 第 二 溶 接 棒 １ １ ， １ ２ の 接 合 部 Ｒ に 断 面
視 で 横 方 向 に 対 向 す る 一 対 の 凹 部 １ ａ 、 １ ａ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 凹 部 １ ａ
， １ ａ は 、 本 発 明 で い う イ ン サ ー ト 部 材 １ の 断 面 形 状 の 縦 方 向 の 外 殻 線 を な す 両 側 部 に 位
置 し て い る 。
 な お 、 特 に 符 号 を 付 さ な い が 、 「 横 方 向 」 と は 後 述 す る 平 板 ２ １ 、 ２ ２ 同 士 を 突 合 せ す
る 方 向 （ つ ま り 、 両 者 ２ １ 、 ２ ２ を 挟 み 込 む 方 向 ） で あ る こ と 、 「 縦 方 向 」 と は 前 記 横 方
向 に 対 し て 直 交 す る 方 向 で あ る こ と 、 を 統 一 し て 用 い て い る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
 次 に 、 上 述 し た イ ン サ ー ト 部 材 １ を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 に つ い て 、 図 面 に 基 づ
い て 説 明 す る 。
 図 ２ に 示 す よ う に 、 イ ン サ ー ト 部 材 １ は 、 Ｙ 型 形 状 の 開 先 に 形 成 さ れ た 被 溶 接 物 ２ ０ の
突 合 せ 部 Ｗ に 配 置 し て 突 合 せ ア ー ク 溶 接 す る 際 に 用 い ら れ る も の で あ る 。
 被 溶 接 物 ２ ０ と し て は 、 平 板 や 管 材 な ど に 適 用 す る こ と が で き る が 、 本 実 施 の 形 態 で は
鋼 材 な ど か ら な る 二 枚 の 平 板 ２ １ 、 ２ ２ を 採 用 す る 。 こ こ で 、 突 合 せ 部 Ｗ に 対 し て ア ー ク
発 生 側 を 「 上 部 」 、 そ の 反 対 面 （ 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 裏 面 ２ １ ｄ 、 ２ ２ ｄ 側 ） を 「 下 部 」 と
し て 以 下 、 説 明 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
 先 ず 、 突 合 せ 溶 接 す る 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 各 開 先 端 面 ２ １ ａ 、 ２ ２ ａ を Ｙ 型 形 状 の 開 先 と
な る よ う に 加 工 し 、 そ の 開 先 端 面 ２ １ ａ 、 ２ ２ ａ を イ ン サ ー ト 部 材 １ の 凹 部 １ ａ 、 １ ａ に
係 止 さ せ た 状 態 で 位 置 決 め す る 。 こ の と き 、 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 裏 面 ２ １ ｄ 、 ２ ２ ｄ 側 に 、
外 径 の 大 き な 第 二 溶 接 棒 １ ２ が 突 出 す る よ う に 配 置 さ せ て お く 。 こ の よ う に 平 板 ２ １ 、 ２
２ の 各 開 先 端 面 ２ １ ａ 、 ２ ２ ａ を イ ン サ ー ト 部 材 １ の 凹 部 １ ａ ， １ ａ に 係 止 さ せ る だ け の
作 業 に よ っ て 、 両 者 を 所 定 位 置 に 確 実 に 位 置 決 め す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 そ し て 、 こ の 位 置 決 め 後 、 イ ン サ ー ト 部 材 １ と 両 平 板 ２ １ 、 ２ ２ と の 係 止 部 を 所 定 の 箇
所 で 仮 付 け 溶 接 す る こ と で 姿 勢 を 保 持 し 、 突 合 せ 部 Ｗ が 形 成 さ れ る 。 こ の よ う に 、 イ ン サ
ー ト 部 材 １ は 、 両 平 板 ２ １ 、 ２ ２ に 対 し て 縦 方 向 に ず れ る こ と が な く 、 し か も 適 正 な ル ー
ト 間 隔 （ 後 述 す る ル ー ト 面 ２ １ ｂ 、 ２ ２ ｂ 同 士 の 間 ） を 精 度 よ く 確 保 で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
 そ の 後 、 図 ３ に 示 す よ う に 、 電 極 ３ を 用 い て 突 合 せ 部 Ｗ に 突 合 せ ア ー ク 溶 接 を 行 な う と
、 平 板 ２ １ ， ２ ２ を 溶 か す と 共 に イ ン サ ー ト 部 材 １ 自 体 が 溶 融 し 、 安 定 し た 強 度 の 大 き な
溶 接 部 （ 裏 波 ３ ０ ） を 形 成 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 外 径 が 異 な る 第 一 及 び 第 二 溶 接 棒
１ １ 、 １ ２ （ 図 ２ 参 照 ） を 用 い 、 平 板 ２ １ ， ２ ２ の 裏 面 ２ １ ｄ 、 ２ ２ ｄ 側 に 、 第 一 溶 接 棒
１ １ よ り 大 き な 外 径 を な す 第 二 溶 接 棒 １ ２ を 配 置 す る こ と で 、 裏 波 ３ ０ の 量 が 多 く な り 、
良 好 な 裏 波 ３ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。
 な お 、 Ｙ 型 形 状 を な す 突 合 せ 部 Ｗ を 形 成 す る 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 開 先 端 面 ２ １ ａ ， ２ ２ ａ
（ 図 ２ 参 照 ） は 、 イ ン サ ー ト 部 材 １ に 当 接 す る ル ー ト 面 ２ １ ｂ 、 ２ ２ ｂ と 、 ル ー ト 面 ２ １
ｂ 、 ２ ２ ｂ よ り 上 方 （ 即 ち 、 ア ー ク 発 生 側 ） に 位 置 す る テ ー パ 面 ２ １ ｃ 、 ２ ２ ｃ と が 形 成
さ れ て い る 。 　 そ し て 、 二 つ の 円 形 断 面 か ら な る 本 イ ン サ ー ト 部 材 １ は 、 第 一 溶 接 棒 １ １
の 外 殻 線 が 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の テ ー パ 面 ２ １ ｃ 、 ２ ２ ｃ に 対 し て 干 渉 す る こ と な く 配 置 す る
こ と が で き る た め 、 Ｙ 型 形 状 の 突 合 せ 部 Ｗ に 好 適 な 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
 こ の よ う に 構 成 さ れ る イ ン サ ー ト 部 材 １ で は 、 イ ン サ ー ト 部 材 １ と 平 板 ２ １ ， ２ ２ と の
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位 置 合 わ せ が 容 易 と な り 、 し か も 位 置 合 わ せ 精 度 の バ ラ ツ キ を 少 な く す る こ と が で き 、 精
度 の 高 い 仮 付 け 溶 接 を 行 う こ と が で き る と 共 に 、 常 に 良 好 な 裏 並 み ３ ０ を 形 成 す る こ と が
で き る 。
　 ま た 、 例 え ば イ ン サ ー ト 部 材 １ の 凹 部 １ ａ ， １ ａ と 平 板 ２ １ 、 ２ ２ と の 係 止 の み で 確 実
に 姿 勢 が 保 持 さ れ る 場 合 に は 、 イ ン サ ー ト 部 材 １ と 平 板 ２ １ 、 ２ ２ と の 仮 付 け 溶 接 を 行 な
わ ず に 突 合 せ 部 Ｗ を 形 成 さ せ る こ と も 可 能 で あ る 。
 さ ら に 、 第 二 溶 接 棒 １ ２ （ 正 確 に は 平 板 ２ １ ， ２ ２ の 裏 面 ２ １ ｄ ， ２ ２ ｄ か ら 突 出 す る
イ ン サ ー ト 部 材 １ ） の 大 き さ を 変 更 す る こ と で 、 裏 波 ３ ０ の 大 き さ 、 形 状 を 調 整 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 述 し た 本 実 施 の 形 態 に よ る イ ン サ ー ト 部 材 及 び こ れ を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 で
は 、 イ ン サ ー ト 部 材 １ に 形 成 さ れ る 凹 部 １ ａ ， １ ａ の 夫 々 に 、 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 開 先 端 面
２ １ ａ 、 ２ ２ ａ を 係 止 さ せ る こ と で 、 突 合 せ 部 Wに お け る 位 置 決 め 作 業 を 高 精 度 で 且 つ 容
易 に 行 う こ と が で き る 。 そ の た め 、 突 合 せ 部 Ｗ に 高 い 品 質 と 信 頼 性 を 確 保 で き 、 位 置 決 め
の 作 業 時 間 を 低 減 さ せ る こ と が で き る 。 そ し て 、 突 合 せ に よ る 位 置 決 め 精 度 の バ ラ ツ キ を
少 な く す る こ と が で き 、 常 に 良 好 な 裏 波 ３ ０ を 形 成 す る こ と が で き る 。 ま た 、 平 板 ２ １ 、
２ ２ に 対 し て イ ン サ ー ト 部 材 １ が ず れ る こ と が な く な り 、 仮 付 け 溶 接 な ど の 作 業 も 確 実 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 、 本 発 明 に よ る イ ン サ ー ト 部 材 及 び こ れ を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 の 実 施 の 形
態 に つ い て 説 明 し た が 、 本 発 明 は 上 記 の 実 施 の 形 態 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 そ の 趣 旨
を 逸 脱 し な い 範 囲 で 適 宜 変 更 可 能 で あ る 。
 例 え ば 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 突 合 せ 部 Ｗ の 開 先 形 状 を Ｙ 型 形 状 と し て い る が 、 こ の 開 先
形 状 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 こ の ほ か の 開 先 形 状 と し て 、 例 え ば Ｖ 型 形 状 、 Ｘ 型 形 状 、
Ｈ 型 形 状 な ど の 形 状 の 開 先 に 使 用 す る こ と が で き る 。
 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 、 被 溶 接 物 ２ ０ を 平 板 ２ １ 、 ２ ２ と し て い る が 、 こ の ほ か に 管
同 士 の 突 合 せ 溶 接 な ど に も 使 用 し て も よ い 。
　 さ ら に 、 本 実 施 の 形 態 で は 二 本 の 溶 接 棒 １ １ 、 １ ２ を 並 列 に 接 合 し て 断 面 視 略 ８ の 字 形
状 を な す イ ン サ ー ト 部 材 １ と し て い る が 、 こ の よ う な 断 面 形 状 に 限 定 さ れ る こ と は な く 、
例 え ば 断 面 四 角 形 状 の 溶 加 材 で 、 そ の 縦 方 向 の 外 殻 線 の 略 中 央 に 一 対 の 凹 部 を 形 成 さ せ て
な る イ ン サ ー ト 部 材 で あ っ て も か ま わ な い 。 要 は イ ン サ ー ト 部 材 の 断 面 形 状 に お け る 両 側
部 に 、 被 溶 接 物 を 係 止 さ せ る こ と が 可 能 な 凹 部 が イ ン サ ー ト 部 材 に 形 成 さ れ て い れ ば よ い
の で あ る 。
　 ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 法 と し て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ る こ と は な く 、 Ｍ
Ｉ Ｇ 溶 接 ま た は Ｍ Ａ Ｇ 溶 接 な ど の 他 の ア ー ク 溶 接 法 で あ っ て も か ま わ な い 。
 さ ら に ま た 、 本 実 施 の 形 態 で は 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 裏 面 ２ １ ｄ 、 ２ ２ ｄ 側 に 外 径 の 大 き な
第 二 溶 接 棒 １ ２ を 突 出 さ せ て 配 置 さ せ て い る が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 第 一 及 び 第 二 溶 接 棒
１ １ ， １ ２ の 外 径 は 同 じ 、 或 い は 上 部 に 位 置 す る 第 一 溶 接 棒 １ １ を 大 き く し て も か ま わ な
い 。 要 は 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 裏 面 側 に 突 出 す る 溶 接 棒 の 外 径 を 適 宜 変 更 す る こ と で 、 裏 波 ３
０ の 大 き さ 、 形 状 を 調 整 す れ ば よ い の で あ る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
 こ の よ う に 、 本 実 施 の 形 態 に よ る イ ン サ ー ト 部 材 及 び こ れ を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方
法 の 効 果 を 裏 付 け る た め 実 施 例 に よ り 本 発 明 を さ ら に 具 体 的 に 説 明 す る が 、 本 発 明 は 以 下
の 実 施 例 に 限 定 さ れ る も の で は な い 。
　 以 下 、 実 施 の 形 態 に よ る 図 １ 乃 至 図 ３ 、 及 び 図 ４ を 参 照 し て 実 施 例 を 説 明 す る 。
　 図 ４ は イ ン サ ー ト 部 材 を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 に よ っ て 形 成 さ れ た 裏 波 の 状 態 を 示 す
写 真 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 先 ず 、 実 施 例 に お け る 突 合 せ 溶 接 条 件 に つ い て 説 明 す る 。 図 ２ に 示 す よ う に 平 板 ２ １ 、
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２ ２ に 相 当 す る 被 溶 接 物 は 、 板 厚 ９ ｍ ｍ で 、 炭 素 鋼 で あ る Ｓ Ｓ ４ ０ ０ を 供 試 材 （ 母 材 ） と
し て 用 い 、 ル ー ト 面 ２ １ ｂ 、 ２ ２ ｂ の 寸 法 を ０ ． ５ ｍ ｍ と し た 。
　 そ し て 、 溶 接 条 件 と し て 、 溶 接 方 法 は 手 動 Ｔ Ｉ Ｇ 溶 接 に て 行 な い 、 そ の 溶 接 時 に お け る
姿 勢 は 、 下 向 姿 勢 お よ び 立 向 上 進 姿 勢 と し た 。 ま た 、 溶 接 時 の ピ ー ク 電 流 を １ ５ ０ Ａ 、 ベ
ー ス 電 流 を ７ ５ Ａ 、 周 波 数 １ ． ５ Ｈ ｚ 、 ピ ー ク 電 流 時 間 ／ ベ ー ス 電 流 時 間 を ０ ． ５ 、 平 均
電 流 を １ ８ ０ Ａ と し た 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ れ ら の 溶 接 条 件 を 基 に し て 、 電 極 ３ の 運 棒 方 法 を ス ト レ ー ト お よ び ウ ィ ー ビ ン グ に よ
り 突 合 せ ア ー ク 溶 接 を 実 施 し 、 ２ 枚 の 平 板 ２ １ 、 ２ ２ （ 供 試 材 ） の 裏 面 ２ １ ｄ 、 ２ ２ ｄ の
裏 波 ３ ０ の 形 成 状 態 を 目 視 に よ り 確 認 し た （ 図 ４ 参 照 ） 。
　 図 ４ の 写 真 で は 、 実 施 例 に お け る 溶 接 は 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 略 中 央 の 位 置 ま で 実 施 さ れ 、
そ の 略 中 央 か ら 写 真 左 側 に イ ン サ ー ト 部 材 １ の 第 二 溶 接 棒 １ ２ が 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 裏 面 ２
１ ｄ 、 ２ ２ ｄ に 突 出 し て い る の が わ か る 。 ま た 、 同 様 に 略 中 央 か ら 右 側 で は 、 第 二 溶 接 棒
１ ２ が 溶 融 し て 裏 波 ３ ０ が 成 形 さ れ て い る こ と が わ か る 。 こ れ に よ る と 、 裏 波 ３ ０ の 形 状
は 、 十 分 に 溶 け 込 み さ れ た 安 定 し た 形 状 に 成 形 さ れ て い る こ と が 確 認 で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 本 実 施 例 に よ る 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 寸 法 、 材 質 な ど の 条 件 、 お よ び 突 合 せ ア ー ク 溶
接 の 条 件 に お い て 、 図 ２ に 示 す イ ン サ ー ト 部 材 １ を 構 成 す る 第 一 溶 接 棒 １ １ と 第 二 溶 接 棒
１ ２ の 夫 々 の 外 径 寸 法 は 、 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 表 側 の ア ー ク 側 （ す な わ ち 第 一 溶 接 棒 １ １ ）
で １ ． ２ ～ １ ． ６ ｍ ｍ 、 そ の 裏 側 （ す な わ ち 第 二 溶 接 棒 １ ２ ） で １ ． ６ ～ ３ ． ２ ｍ ｍ と す
る の が 好 適 で あ る 。
　 さ ら に 、 平 板 ２ １ 、 ２ ２ の 板 厚 は 、 ３ ｍ ｍ よ り 小 さ い 寸 法 の 場 合 で は 開 先 加 工 が 困 難 で
あ る こ と か ら 、 ３ ｍ ｍ 以 上 と す る こ と が 好 ま し い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ２ ７ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ る イ ン サ ー ト 部 材 を 示 す 斜 視 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 イ ン サ ー ト 部 材 を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 方 法 の 概 略 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 突 合 せ ア ー ク 溶 接 の 溶 接 状 態 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 イ ン サ ー ト 部 材 を 用 い た 突 合 せ ア ー ク 溶 接 に よ っ て 形 成 さ れ た 裏 波 の 状 態 を 示 す
写 真 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 １ 　 イ ン サ ー ト 部 材
　 １ ａ 　 凹 部
　 １ １ 　 第 一 溶 接 棒
　 １ ２ 　 第 二 溶 接 棒
　 ２ １ 、 ２ ２ 　 平 板 （ 被 溶 接 物 ）
　 ３ ０ 　 裏 波
　 Ｒ 　 接 合 部
　 Ｗ 　 突 合 せ 部
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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